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印　刷　所

（有）アオヤギ印刷
創立80周年記念事業にて旧で気料実習棟（校庭南側）が改装され桐葉館と称す11年度の総会はここで開催された

同窓会協力金
（2年分で2．000円）

納入のお願い
この会報は皆様の運営協力金にて
発行されております。
8ページをご覧下さい。

伺
・
馬
各
級

二
十
一
世
紀
へ
の
期
待

同
君
会
副
会
長
　
若
林
　
邦
彦

（
昭
三
十
七
・
琶
季
）

会
員
の
皆
様
に
は
益
々
こ
他
勝
に

て
ご
活
躍
の
串
と
心
よ
り
御
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
九
年
に
当
校
設
J
」
八
十
周
年

記
念
行
事
を
盛
大
に
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
を
機
会
と
し
て
し
ば

ら
く
の
問
や
業
生
を
巻
き
込
む
企
画

の
少
な
か
っ
た
同
窓
会
が
事
務
局
の

先
生
方
そ
し
て
同
窓
会
役
目
そ
し
て

放
多
く
の
同
窓
生
の
御
支
接
を
頂

き
、
年
を
亜
ね
る
に
従
っ
て
盛
会
を

極
め
て
お
り
ま
す
事
は
同
窓
生
の
一

人
と
し
て
大
変
喜
ば
し
く
又
心
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。
来
る
九
十
周
年

更
に
百
周
年
記
念
に
向
か
っ
て
大
い

な
る
御
協
力
を
心
か
ら
御
願
い
い
た

す
も
の
で
御
座
い
ま
す
一
。
そ
し
て
同

窓
生
の
多
く
が
熱
望
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
「
野
球
部
を
育
て
る
会
」
が
本

年
か
ら
同
窓
生
の
丸
山
正
明
会
長
を

中
心
に
熱
心
な
活
動
を
開
始
さ
れ
て

お
り
ま
す
事
も
私
達
同
窓
生
に
と
っ

て
大
変
喜
ば
し
い
か
で
有
り
、
御
協

力
を
屯
ね
て
御
願
い
い
た
す
も
の
で

御
座
い
ま
す
。
昨
年
の
同
窓
会
報
で

柳
町
副
会
長
が
申
さ
れ
て
い
た
通
り

当
校
の
幅
広
い
人
脈
が
私
共
の
財
産

で
あ
り
、
そ
の
財
産
を
私
た
ち
の
後

輩
達
に
質
と
口
．
肌
を
漉
ね
備
え
た
形
で

継
承
し
て
い
く
事
が
私
達
に
与
え
ら

れ
た
使
命
で
は
無
い
か
と
思
い
ま

す
‥
そ
し
て
そ
の
使
命
の
達
成
の
為

に
は
よ
り
多
く
の
同
窓
生
が
様
々
な

車
某
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
≒
　
本
年
度
も
一
人
で
も
多
く
の

同
窓
生
が
参
加
さ
れ
易
い
事
業
の
推

進
を
念
頭
に
於
い
て
実
行
さ
せ
て
頂

く
所
存
で
御
座
い
ま
す
の
で
、
皆
様

か
ら
の
放
多
く
の
御
指
導
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
御
願
い
い
た
し
ま

す√

さ
て
、
私
事
に
亘
っ
て
恐
縮
で
御

掩
い
ま
す
が
、
私
は
昭
和
一
二
十
ヒ
中

電
矢
轟
二
窮
二
回
）
　
の
卒
業
で
す
が
、

入
学
時
は
県
下
が
ト
二
学
区
制
に
移

行
さ
れ
た
年
で
御
座
い
ま
し
た
ー
私

共
の
兄
や
姉
は
軽
井
沢
や
篠
ノ
井
か

ら
の
通
学
生
と
机
を
並
べ
て
お
り
ま

し
た
が
、
私
た
ち
の
年
か
ら
硯
在
の

学
区
に
な
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
変
化
に
対
し
て
の
評
価
は
本
年
、

県
に
設
け
ら
れ
た
検
討
会
に
よ
っ
て

論
じ
ら
れ
る
事
と
成
り
ま
す
が
、
私

見
で
は
御
座
い
ま
す
が
、
消
費
者
に

当
た
る
学
生
が
多
く
の
選
択
肢
を
持

て
る
制
度
が
、
今
社
会
が
求
め
て
い

る
教
育
の
多
様
化
を
推
進
す
る
上
で

も
必
要
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
る

の
は
私
一
人
で
は
無
い
と
思
う
の
で

す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
n
　
近
日
の

学
力
の
諸
外
国
と
の
比
較
に
お
け
る

低
卜
も
含
め
て
真
剣
な
検
討
と
結
論

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
・

私
は
一
一
十
▲
牡
紀
の
教
育
に
必
要

な
事
は
誰
も
が
、
高
学
歴
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、
本
当
に
社
会
が
必
安

と
す
る
技
能
を
習
得
で
き
る
教
育
、

更
に
日
本
の
踵
業
の
根
幹
を
な
す
欧

米
の
マ
ィ
ス
タ
ー
や
ア
ル
テ
ィ
ザ
ン

に
相
当
す
る
伝
承
技
術
を
現
場
に
於

い
て
教
育
す
る
、
産
学
が
一
体
と
な

っ
た
、
現
場
屯
睨
型
の
教
育
が
大
切

な
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
思
う
の
で

す
　
何
故
な
ら
明
治
以
降
の
繁
粟
は

将
に
そ
の
様
な
教
育
を
受
け
た
人
達

に
よ
っ
て
通
成
さ
れ
た
か
ら
で
す

硯
在
の
座
学
偏
重
の
社
会
で
本
学
が

受
け
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割

は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
有
る
と
思

い
ま
す
。
同
窓
生
の
．
人
と
し
て
大

き
な
期
待
を
致
し
ま
し
て
御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
‥



第15号　　　　　　　　　　　　　　上田千曲高等学校同窓会報　　　　　　平成13年8月25日　［2］

離職閥欄照 壷誓言≡責苦警護薫⊥書芸至芸嘉を語呂誓言舅三塁喜崖豪墓霊室 
がはほ心　ておう　Sび　　　係で一」　　び　　　こ顔　体の　行見名高で豊に跡小松 

思心　が情と音程だや気あ 
小山い思、もつ忘靡小　ヽいし私すはし信つ0ははつ けほっこい‘こつい八は糾う 拝あのこ虫楓が車が争ナウさ さお8ろずlこ～■lこたもりr さにざるlいtl追 ふかl一つやまわい るふナJ．りすふぐかし さる坤る7えるりの とでもはさもが父ナ71日1い とんナことさせとの 与　山lよ妄寛妄慧詔書吉富 

動体返農響　　て立な約　挑性てTlシムス　　る摩市蔵　　る併十人都　のが員のる 

願批撒満 
てえ入れ西“期　　かる文に野　　るモ主るる南地レl未地　　るな 



【3］平成13年8月25日　　　　　　上田千曲高等学校同窓会報　　　　　　　　　　　　第15号

究Nに石産た社業あの にTL原菜摘つを経つワ てTた産の審たあ営たィ 、なの業高加0げの0ヤ 馨賄裏芸雲嘉 苧蓋実ゑ買嘉華重苦妻 �,h��,ﾈ5ﾈ鰾�,ﾉ_����ﾘ4��84｢�7�*侏Hｧ�,ﾈ,R�8�.y6ﾘ峪y(*��ﾂ�V�j��"���z8ｫIJI���あイで小 首デ、ブ屋 つイ加レ改 こア工】造 0を法キの 萱蓋を慧碧 雲讐姦手芸 発禁自る 展積の仕 のもア事 �.舒���ｼb�¥ｨ,��ｼi�ﾂ�,ﾉ+r�9h+2�鳧+��,ﾘ+ﾒ�卷7r�+9|ﾒ�/�,ﾉT2�,i�ﾂ�,ﾈ,R�ﾇｸ*��R�冨露程琵高（技 潜芸警 完琵琶誓…衰業 先元に男い お杜上杜と読性工バんて 瀾董 二でrl d一読・一二・震・■～二・皇醐 ‾・‾’i、．1∫ ＼JJl も．‥． ヽ■㌢ ′‾ヽこミ■ご筆声篭由 

りに第還同二持昭十 まか母三暦時十た和牛j す四校回をに世れ六の去 0十を目迎、紀て十節【 童至情 竸����+�ﾈ(皦ﾎｨ�"��ﾈ�,ﾈ��kﾈ����b��h����"��蓼ﾋ韲����召l■■R 和 3 芝 卒 業 し り† トl 弘 達 の‘ 学‘ �����ﾈ����x����������

一作先恩生咲にの数」 先先生師に当き出蝶々る 生生’’も日ま清田か＞ 朝雲 幽*�,H�(ﾜ｢�,)(h*(,ﾈ.x+ｲ�ﾇ飴ﾈ･(ｮﾉ���iHr�+)l�ﾉ<YTﾘ埼W���h+�.�.�-ﾉKﾂ��X�X+ｸ,ﾈ,�,�,ﾂ���k鞋H-�-ﾉ���*��.x,俶｢�+8,X.ｩ�(*｢�I 画一 ．．1■▲■■■ ．－L三㌢一．一．＿＿－ ��8�ﾈ����X6���nﾂ�

して夜が生てと当 発そい共合をご名時千 足のるに宿慕指付卒曲 と讐0た讐言讐妄言莞套 重要墓蚕室輔 ��し笑る　と �-ﾙ5r�,ﾈ,ﾂ�ﾏH����X/��+8ﾊ��b�,�.r�藕.｢��8.亶ﾂ�/�ﾚ�+R�Uﾉ?ｨﾈ��+X�h�ﾂ���+ｹI"�^ｨ,ﾂ�ﾕｨ�89��和り一発たをがド様桐 千やを名北重り一は’々の数 綱要曇Y 
会 ⊆1■訂正HI ．てLU 龍■■監 l￥tEr ■’：●コ卓． 基萩 紺 �+ﾘｮx輊,ﾂ��ｸ,X*(嫦����偖��ﾋ駢Hﾈ(�B�ﾇ穐���ﾇ闇(ﾇ��

′■■ ＿＿仁二J．鷹■艶■読 一！ コ「土産と鵬． －ン．．JJ 千曲祭でテープカットす �������2�.乂xﾕｩ+r�る三1 0位ハ 見イ 事男 期子 持団 に体 応儀一 え勝 て、 く女 れ子 て団 弍�/�咤��H�X��ｯ｢�&ｨ,�������)[ﾖ��?��ﾂ�gｳ���ｯ�D����橙��,b�ﾊx+R�48,H8ﾒ�99YHｿﾂ�5險�42�楽ば会輩で年はし至諸た会部 し等長と総盆特名つ氏がの清 い全手の会のに簿ての’活の 交月製交n八徴でい声地動成 充車に歓30月せ消るも元も績 0唾よ武名十ず息0あクし低 榎にる合程四、確会つラば迷 先なオ0の目5認貝てプら等 生つヤ昼出に年の推復でく諸 のてキ食席母程み定活活低般 顧後、はの校前〉90’動詞の 珂輩焼東中コか年名現ので事 就とき山でlら会（在0あ情 壬のそ副後卜毎費但にBつで 

い体 



上田千曲高等学校同窓会報　　　　　　平成13年8月25日　［4］第15号

きJ諾．（宗　　㌫昔，㌶7川一文ヾ■
′●　M相は1相加川　一書公■

与　川柑（8）l対川　－■食■

●廿だ初の千曲事．この鷲量すべき文化翳を1月から生t曇を中心に■■を1めており重す

●テーマ“千曲t●ド
ニのテーマには「千曲■牧の生徒一人一人が自ら暮暮・行動し、千曲纂扮こ書しい■を

快さ込もうJ　という■いが込められており、生仕の■勤轟あふれる乗集への■葺を千古さ
せてくれ憂‾r

●サ年の内書・企曹
1全較企■ではプレイへントとして、バルーンリリースを予定しており壬す。生徒の■

った夢や憩い告発せ、空■く亀山やかに約千■の■船たちがれび立つことでしょう
またここで腰用される■船は■や光■により土に■る環壌■船をt用し書す

え・千曲纂嘘の■々まで1ていただきたい．そんな■いき込めて校内スタンプラリーを事
篤する予定です。速成雷の方には■事つだ全島を用暮する千丈ですへ

i■2体▼館をイベント量■にあて、ミニコンサート．慣例ウノドカーリングをはじめ

け々なたしい企曲を什t中です
4・環墳lこtしい■利用というh点から本校生徒書志によるフリーマーナノトをl十書中で

す。ご嘲櫓下さい。
≦－各クラスの免震、ステージ彙轟を倉も′　や各■Mコース．
蟻同好曇の鶉最も益々先業させ、竹にす釦は棄校暮●加聖
書目指しfす。

む快さ外でも■台や中慮企画の充糞をはかり、外■の方々に
大葬稟捜していただき．藁しんでいただける樽鮒■中です。

7pR活動では本校■辺への正伝はもとより．本牧ホームペ
ージ上でもⅦ岬千島舞の鞘暮を岬み．より多くの方へMqを

責付していきます。1膿」り虹LJ塑LU亡由一neJpノ‾chl膿む

今年のE柵は、生徒一人一人が主役となり
零鼻大の千曲集を作り上げることです「

同窓生皆様のご来校を
心よりお持ち申し上げます。歴、

優
太

前間坂有冨
島　　口井島

影光弘真哲
裕徳　一一百弥

10010066

kgkgkg

超級級
級

高
校
総
合
体
育
大
会

～
ク
ラ
ブ
活
動
　
イ
キ
イ
キ
～

（
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班
大
活
躍

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
）

五
、
六
月
に
行
わ
れ
た
高
校
結
合

体
市
大
会
で
、
各
班
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
。
男
手
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
桃
は
種
本
で
行
わ
れ
る
ィ

ン
ク
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し

た∩

各
班
の
県
大
会
以
上
の
試
合
結
果

は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
県
大
会
l

●
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

団
体
　
二
四
戦
　
対
富
士
見二

－
○
で
勝

二
回
戦
　
対
松
本
蛸
ケ
崎

一
1
0
で
勝

三
回
戦
　
対
上
田○

－
一
一

ベ

ス

ト

8

個
人
　
滝
沢
丁
介
、
竹
内
直
弘
組

第
．
一
位

西
沢
　
仁
、
小
林
貴
洋
組

第
一
二
位

空
一
組
と
も
北
信
越
大
会
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
維
持
〉

西
沢
公
徳
、
宮
下
和
夫
組

一
一
回
戦
ま
で

●
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

団
体
一
回
戟
　
対
阿
智
　
J
－
一

個
人
　
青
木
未
樹
、
高
橋
沙
織
組

一
ノ
蘭
知
美
、
三
浦
有
希
組

と
も
に
一
回
戦
出
場

●
陸
上
　
出
場
者

砲
丸
投
げ
墳

走
り
高
跳
び

走
り
帖
跳
び

ヤ
リ
投
げ

1
0
1

．叫

義
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
回
戦
　
対
梓
川
　
　
　
○
－
二
ハ

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

一
回
戦
　
対
伊
那
北
　
L
六
－
一
一
〇

¢
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

一
回
戦

徽
柔
道

対
m
川

h
‥
川
橋
祐
輔

内
藤
成
人

塚
本
哲
治

●
男
子
バ
レ
ー

一
回
轍
　
対
岡
谷
工
業

一
八
－
一
九

↓
回
戦
出
場

一
回
戦
山
場

一
回
戦
出
場

○
－
一
一

●
男
子
卓
球

団
体
一
回
牧
村
下
伊
那
農
業
＝
し
二

個
人
　
小
榛
　
敬
　
一
回
戦
出
場

●
女
子
卓
球

団
体
一
回
戦
　
対
松
本
県
ケ
丘

○
－
三

個
人
　
川
島
ゆ
か
り
一
回
戦
出
場

●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
回
戦
　
対
k
野
商
業
　
○
－
一
一

●
水
泳

4
0
0
m
自
由
形
　
　
　
　
林
　
裕
子

川
m
個
人
メ
ド
レ
ー
　
櫻
井
あ
や

冊
m
背
泳
ぎ
　
　
　
　
凹
中
和
弘

以
上
三
名
予
選
出
場

【
北
信
越
大
会
】

●
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

西
沢
・
小
林
組
　
二
回
戦

対
新
潟
小
千
谷
一
－
四

滝
沢
・
竹
内
組
　
二
回
戦

対
石
川
羽
咋
t
業
　
二
－
凹

（
昨
シ
ー
ズ
ン
ス
キ
ー
部
の
活
躍
）

県
高
校
ス
キ
ー
大
会

堀
内
　
克
．
．
．

団
体
県
子
遮

堀
内
　
寛
．
二

県
高
校
新
人
大
会

松
葉
　
陽
祐

堀
内
　
寛
三

回
転
3
4
位

大
回
転
5
3
位

大
回
転
4
7
位

大
回
転
2
8
位

大
回
転
〓
位

長
野
県
高
等
学
校定

通
総
合
体
育
大
会

場
卓
球
男
子

学
校
対
抗
　
　
三
位

個

人

　

堀

内

　

　

竜

．

位

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

個
人
　
横
島
　
由
実

回
戦
敗

長
野
県
定
通
軟
式
野
球
県
人
会

二
位

五
年
ぶ
り
の
快
挙

簿
記
班
準
価
勝
　
全
国
大
会
へ

先
頃
行
わ
れ
た
長
野
県
簿
記
競
技

会
で
、
本
校
簿
記
班
は
、
多
く
の
商

業
高
校
を
お
さ
え
川
体
で
唯
優
勝
し

た
い
ま
た
個
人
で
も

小

木

曽

千

代

　

　

　

三

位

中
山
佗
奈
千
　
　
　
四
位

閲

　

　

佳

恵

　

　

　

五

位

と
L
位
入
賞
－

七
月
二
十
七
日
に
東
京
で
行
わ
れ

る
仝
同
大
会
に
同
体
と
し
て
は
友
軍

ぶ
り
に
山
場
を
決
め
た
　
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
・
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鳩　　目◎

所　　時ソ

鳩目◎

・t■蛙1・

千曲栗にて、ロボットコンテスト出場機の展示

バ
レ
ー
部
O
B
会

「
綱
花
会
」
の
二
十
周
年

記
念
及
び
総
会
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

本
校
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
た
O
B

に
よ
る
「
桐
花
会
」
が
お
陰
様
で
創

立
以
来
今
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
る

に
至
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
左
記
に
よ
り
二
卜

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
及
び
総
会
を
開

催
致
し
ま
す
の
で
、
O
B
の
方
（
バ

レ
ー
部
に
所
属
さ
れ
た
方
は
全
員
が

対
象
）
　
是
非
参
加
し
て
F
さ
い
（
ま

た
、
バ
レ
ー
部
以
外
の
本
校
の
C
B

で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
も
歓
迎
致

し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
お
申
し
込
み

F
さ
い
。
御
待
ち
し
て
い
ま
す
・

－　　　　　記　　　　　－

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
1
3
年
日
月
2
5
日
（
旦

午
後
一
時
集
合

上
田
市
民
体
育
館

（
ヒ
田
公
園
内
）

参
加
費
　
触
刑

総
会
及
び
懇
親
会

時
　
同
日
、
午
後
五
時
三
十
分

所
　
L
田
温
泉
ホ
テ
ル
「
祥
園
」

中
央
一
－
二
し
一

電
話
二
二
－
二
三
五
三

会
　
費
　
年
会
費
千
円
（
会
員
の
み
）

懇
親
会
費
　
四
千
円

◎
　
申
込
締
切
　
十
一
月
十
日
迄

◎

　

申

込

先

　

　

事

務

局

〒
三
八
六
－
〇
〇
二
一

上
田
市
中
央
三
－
ニ
ー
五

石
沢
　
清
積
宛

T
E
L
／
F
A
X
〇
二
六
八
－
二
ニ
ー
四
八
八
四

電
気
科
第
二
回
総
会

・
肥
念
行
事
開
催
さ
れ
る

電
気
科
同
避
会
長

春
原
　
宗
明
面
3
6
・
電
至

公
教
育
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る

中
で
、
学
級
崩
壊
や
殺
人
事
件
等

様
々
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
様
変

わ
り
と
な
っ
て
、
今
学
校
で
何
が
起

き
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
我
々
が
何

を
な
す
べ
き
な
の
か
問
わ
れ
て
い
る

所
で
も
あ
り
ま
す
。

わ
が
電
気
科
も
一
昨
々
年
創
立
四

十
周
年
記
念
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
、
昨
年
は
第
二
回
総
会
・
記

念
行
事
で
先
輩
と
語
る
と
し
、
後
輩

三
年
生
諸
君
と
ひ
ざ
を
交
え
て
対
話

を
致
し
ま
し
た
。
I
T
化
の
進
行
と

共
に
、
人
と
人
と
の
直
接
対
話
が
薄

れ
て
い
く
中
で
、
先
輩
と
後
輩
、
先

生
と
生
徒
等
直
接
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。
目
と
目

で
語
り
確
認
し
、
尊
敬
し
、
さ
れ
る

関
係
を
ぜ
ひ
構
築
し
た
い
、
そ
の
た

め
に
も
先
輩
・
先
生
方
と
連
携
を
図

り
、
先
輩
の
生
き
抜
い
て
来
た
話
、

又
三
年
生
諸
君
の
高
校
生
活
や
先

生
、
友
達
、
部
活
動
に
つ
い
て
熱
く

語
り
、
お
互
い
自
由
な
テ
ィ
ス
カ
ノ

シ
ョ
ン
を
行
い
有
意
義
な
一
時
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
第
二
邦
と
し
て

市
内
祥
園
に
て
総
会
・
懇
親
会
を
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
尚
こ
の
模
様
は

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

号
音
w
w
一
．
≧
∪
亭
h
罵
声
コ
磨
害
毒
已
星
．
h
l
∋

進
路
室
か
ら

進
路
指
導
主
事
　
小
松
紋
様

川
　
進
路
概
況

専
門
性
を
生
か
し
た
高
校
と
し
て

地
元
企
業
か
ら
の
期
待
は
大
き
い
所

で
す
。
昨
年
の
就
職
者
は
、
卒
業
生

の
3
1
％
で
過
去
最
低
。
進
学
者
は
増

加
し
て
6
4
％
を
示
し
た
。
進
学
者
は
、

専
門
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
学
校

選
択
が
見
ら
れ
た
。

㈲
　
就
職
状
況

深
刻
な
社
会
状
況
で
す
が
、
地
域

の
専
門
高
校
と
し
て
築
き
あ
げ
た
伝

統
、
実
績
と
、
諸
先
輩
の
ご
活
躍
に

支
え
ら
れ
求
人
数
は
多
い
所
で
す
。

近
隣
で
は
最
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
昨

年
は
、
職
種
の
枠
を
柔
軟
に
考
え
れ

ば
、
希
望
者
全
員
の
就
職
が
達
成
で

き
た
数
で
す
。
専
門
高
校
の
強
み
が

地
域
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
、
工
業
系
か
ら
の
需
要
に

は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

㈲
　
進
学
状
況

入
試
方
法
が
多
様
化
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
校
は

殆
ど
が
推
薦
人
学
に
な
っ
て
い
る
。

各
学
科
と
も
に
い
く
つ
か
の
大
学
か

ら
の
指
定
校
枠
を
得
て
い
る
。
専
門

高
校
の
特
別
推
薦
に
よ
る
合
格
率
も

高
く
な
っ
て
い
る
。
四
年
生
大
学
進

学
者
は
、
前
年
よ
り
用
人
増
。
短
大

進
学
者
は
、
商
業
、
食
物
栄
轟
、
生

活
福
祉
の
各
科
が
中
心
で
、
推
薦
受

験
、
希
望
者
全
員
が
合
格
。
専
門
学

校
進
学
者
は
、
最
も
多
く
1
0
0
人
を
超

え
た
。
入
り
易
さ
の
魅
力
、
即
戦
力

の
要
請
、
多
様
な
分
野
で
学
べ
る
点

で
、
人
気
を
得
て
い
る
。

㈹
　
昨
年
度
実
績
二
部
を
紹
介
）

◎
就
職
9
1
名
（
就
職
先
企
業
敬
称
略
）

日
新
建
設
、
幸
和
建
設
、
斎
藤
木

材
工
業
、
興
和
興
業
、
城
南
製
作
所
、

コ
ト
ヒ
ラ
工
業
、
中
村
工
業
、
カ
ヤ

マ
、
イ
ツ
シ
ン
工
業
、
竹
内
製
作
所
、

シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
、
ア
ー
ト
金
属
、
イ

ケ
ダ
、
石
原
産
業
、
ア
ヅ
マ
、
多
摩

電
気
工
業
、
オ
ル
ガ
ン
針
、
ト
ー
エ

ネ
ッ
ク
、
シ
リ
コ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

ミ
ヨ
タ
、
柳
沢
精
機
製
作
所
、
上
燃
、

ミ
ヤ
ノ
、
信
州
ハ
！
不
ス
、
星
野
リ

ゾ
ー
ト
、
テ
ィ
ー
シ
ー
エ
ム
、
エ
ス

エ
ス
ブ
イ
、
武
富
士
、
ゆ
た
か
や
、

コ
ク
ド
長
野
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
上
田
、

チ
ェ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
ラ
イ
フ
コ
ミ

ュ
ー
ン
、
な
ど

◎
進
学
1
9
1
名
（
順
不
同
）

・
四
年
制
大
学
（
3
3
名
）

日
本
工
業
大
、
日
本
大
、
足
利
工

大
、
東
洋
大
、
長
野
大
、
金
沢
工
人
、

駒
沢
大
、
立
正
大
、
日
本
福
祉
大
、

山
梨
学
院
大
、
な
ど

・
短
期
大
学
（
5
5
名
）

飯
田
女
子
短
大
、
共
栄
学
園
短
大
、

長
野
県
短
大
、
大
月
市
立
短
大
、
上

田
女
子
短
大
、
信
州
短
大
、
清
泉
女

学
院
短
大
、
松
本
短
大
、
群
馬
社
会

福
祉
短
大
、
東
京
農
大
短
大
、
な
ど

・
専
門
学
校
（
1
0
3
名
）

国
立
長
野
看
護
、
佐
久
看
護
、
長

野
県
福
祉
大
学
校
、
日
本
上
学
院
、

中
央
工
学
校
、
群
馬
自
動
車
整
備
な

ど
。
さ
ら
に
理
美
容
、
福
祉
、
調
理
、

製
菓
、
栄
達
、
保
育
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
、
ス
ポ
ー
ツ
の
各
方
面
の
学
校
。
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平
成
1
3
年
度
上
田
干
曲
高
校

同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

今
年
の
総
会
会
場
は
、
親
の
枚
の
帰
路
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
の
交
流
に
便
利

を
考
え
た
い
と
の
意
見
か
ら
街
の
中
心
地
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
お
互
い

に
誘
い
合
っ
て
、
多
数
の
同
窓
生
の
集
い
と
な
り
ま
す
様
に
ご
案
内
を
申
し
上

げ
ま
す
n
〉

平
成
十
三
年
九
月
八
日
（
土
）

午
後
一
時
半
よ
り

二
時
よ
り

木
下
　
曇
氏
『
育
て
た
い
、

語
ら
い
の
文
化

～
こ
の
場
所
で
美
日
常
を
考
え
る
」

懇
親
会
　
　
四
時
頃
の
予
定

場
　
所
　
　
上
田
東
急
イ
ン
　
（
電
、
二
四
－
〇
一
〇
九
）

会
　
費
　
　
三
千
円
（
受
付
に
て
）

申
込
締
切
　
九
月
一
日
（
土
）

申
込
先
　
　
千
曲
高
校
同
窓
会
へ
葉
雷
又
は
F
A
X
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

（
F
A
X
二
二
丁
五
三
七
〇
）

総
会
講
演
者

木
下
豊
さ
ん
の
ご
紹
介

小
布
施
町
出
身
の
四
十
二
歳
。

椚
年
、
明
大
法
学
、
東
京
法
令
出

版
、
墳
坂
新
聞
社
勤
務
を
棺
て
、
8
9

隼
に
独
立
り
　
豪
州
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

．
年
半
ほ
ど
滞
在
‖
　
9
4
年
「
ア
・

ラ
・
小
布
施
」
に
入
社
。
9
9
年
に
編

集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
文
屋
」
を
設

立
、
現
在
は
そ
の
代
表
を
務
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

木
下
さ
ん
は
「
地
域
を
良
く
す
る

に
は
語
り
合
う
し
か
な
い
・
地
元
だ

け
で
な
く
、
外
部
の
声
に
も
耳
を
傾

け
て
」
と
言
う
思
い
か
ら
、
今
春
、

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
ノ
ー
ト
志
賀
高
原
」

を
発
印
さ
れ
ま
し
た
。

登
場
者
は
小
滞
征
爾
、
凹
中
康
夫
、

猪
谷
千
春
、
神
田
正
輝
、
中
島
千
披
、

等
々
の
署
名
な
る
凹
十
人
り

自
炊
盲
愛
し
、
歴
史
、
体
験
な
ど

吋
能
性
い
っ
ぱ
い
の
志
門
高
原
の
近

未
来
像
が
語
ら
れ
、
よ
り
魅
力
的
な

創
造
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
‖

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
ノ
ー
ト
」
の
第
二
弾

は
「
小
布
施
」
を
取
り
し
げ
る
子
宝

だ
そ
う
で
す
り
　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
、
壬
ち
づ
く
り
の
試
金
石
に
な
る

と
の
全
国
的
な
、
高
い
評
価
を
受
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
り

こ
の
総
会
場
で
、
紹
介
の
「
志
賀

高
原
」
の
販
売
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
木
下
さ
ん
の
ご
好
意
で

「
オ
ー
プ
ン
ガ
⊥
ア
ン
ブ
ッ
ク
」
な

る
冊
子
を
出
席
者
に
撫
料
配
布
し
て

下
さ
る
と
の
や
で
す
‖

こ
れ
は
小
布
施
町
委
託
の
一
般
家

庭
の
庭
園
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
、

一
般
に
公
開
す
る
と
い
う
全
国
で
も

珍
し
い
試
み
で
す
・

木
下
さ
ん
や
、
お
仲
間
の
、
地
域

を
良
く
す
る
波
紋
の
様
子
を
お
聞
き

で
き
る
楽
し
み
と
、
又
、
木
下
さ
ん

は
「
皆
さ
ん
と
対
話
、
意
見
交
換
」

を
望
ん
で
お
ら
れ
ま
す
‥
ど
う
ぞ
、

多
数
の
ご
来
場
を
願
っ
て
お
り
ま

す
い

生
活
福
祉
科
、
ア
イ
マ
ス
ク
の
箕
習

同
窓
生
の
皆
様
に
は
常
日
頃
の
同

窓
会
活
動
に
ご
尽
力
を
乾
い
て
お
り

ま
す
事
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
ー

平
成
卜
二
年
度
に
は
、
こ
の
会
報

の
発
行
に
協
賛
広
告
を
お
願
い
し
全

会
員
の
皆
様
に
配
布
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
ー
こ
の
際
に
一
一
年
分
、
二
千

円
の
　
「
同
窓
会
紬
発
行
お
よ
び
同
窓

会
館
（
桐
東
館
）
運
営
協
力
金
」
の

振
込
を
一
九
一
一
四
名
の
方
々
よ
り
募

金
を
し
て
就
き
ま
し
た
。
戒
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
「
。

お
陰
様
で
、
十
二
年
度
に
は
こ
の

資
金
に
て
、
募
金
を
敷
い
た
会
員
の

皆
様
に
は
昨
年
も
会
報
を
お
届
け
出

来
ま
し
た
し
、
今
回
の
全
会
員
の
会

報
発
行
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
・
、

つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
致
し
ま
し

た
振
込
用
紙
に
て
「
二
年
分
、
二
千

円
」
　
の
協
力
金
の
振
込
み
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

多
数
の
会
員
の
皆
様
か
ら
募
金
し

て
敷
き
、
桐
葉
館
運
営
、
会
報
の
全

員
配
布
、
各
支
部
活
動
の
益
々
の
活

性
化
が
出
来
ま
す
様
に
重
ね
て
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

振
込
用
紙
は
経
費
節
減
の
為
に

会
員
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

卒
業
の
科
、
年
度
、
会
員
番
号
が

記
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
次
年
度

の
会
報
は
、
募
金
に
ご
協
力
裁
い

た
方
々
の
宛
名
を
タ
ッ
ク
シ
ー
ル

を
発
注
　
（
電
羊
機
に
て
抽
出
）
　
し

て
郵
送
で
き
る
様
に
考
え
て
い
ま

す。
ご
記
入
は
正
確
に
お
願
い
し
ま
す
√

＊
＊
＊
編
集
後
記
＊
＊
＊

前
年
に
続
い
て
皆
様
に
同
窓
会
報

を
お
届
け
出
来
る
事
を
嬉
し
く
存
じ

ま
す
。各

界
、
地
域
で
ご
活
躍
の
会
員
の

寄
稿
を
敷
き
、
紙
面
を
飾
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
い
今
後
も
様
々
な
声
を

お
聞
き
し
、
愛
さ
れ
る
会
報
と
な
り

ま
す
様
に
願
っ
て
お
り
ま
す
ゥ


